Blog #3: 掃除
自分たちが稽古をする道場をきれいにすると言うのは内弟子の役目であり、稽古である。いつも端から端まできれいにする。「見えないところからきれいにするんだ」と最高師範によく言われたものだ。

私は稽古への取り組み方や、組み手のスタイルが掃除にも出てくると思っている。稽古に好・不調の波が大きい内弟子は、掃除でも気が乗った時と、乗らない時の差が大きい。組み手で詰めの甘いヤツは掃除も詰めが甘い。組み手の弱い内弟子は掃除も雑で不平も多い。

多分、自分の性格が稽古や掃除にも出るのだろう。逆に言えば、普段の生活、掃除に隙がなく積極的になってくると組み手も強くなってくると思う。

私が内弟子１年目のとき、T森先生と一年間一緒に稽古した。日本の有名な将軍「山本五十六」の言葉だと思うが、「やってみせ、言って聞かせて、させてみて、褒めてやらねば人は育たず」という教育に対する言葉があるが、T森先生はそんな人であった。トイレ掃除の際、T森先生はムンズと雑巾を掴むと、手をグッと便器の中に直接突っ込み、ゴシゴシと洗い出した。まず自分がやってみせた。「手なんか洗えばきれいになるんだ」と言っていた。

私は「何と気合のある人なんだ」とちょっと感動した。（最近、本人にその話をしたら、全く覚えていなかったが…）。勿論、便器に手を入れて洗った方がいいと言っているのではない。きれいにしようという掃除にたいする気合、心意気の強さを言っているのである。

このぐらい気合を入れて掃除をしていると、どこが汚いか、どこからどういう風に掃除をしていけばよいか、という気付きや読みが出てくる。そのぐらいになると生活にも組み手にも気付き、読みが出てくるのではないだろうか。だから昔から禅寺、武道、そしてヤクザの世界等でもトイレ掃除をさせられるのだろう。
私の好きな本「掃除道」の著者で鍵山秀三郎というイエローハットの社長をしている人がいる。その社長が自ら率先して「掃除を学ぶ会」というボランティアの団体で日本中のトイレを掃除して多くの人に感動を与えている。その本の中に、五つの掃除の意義（特にトイレ掃除）について書いてある。１謙虚な人になれる。２気付く人になれる。３感動の心を育む。４感謝の心が芽生える。５心が美しくなる。改めて掃除のよさに気付かせてくれる。

でも誰でも経験があるのではないだろうか。本当に端から端まできれいにした時は、何かその場がキリっとして自分の気持ちまでが新鮮になる。内弟子時代はよくそんな気持ちになったものだ。最近はだんだんなくなってしまった。

身の回りの整理・整頓、道場の掃除をしっかりやっていこうと思う。そしてそれを継続していこうと思う。Let’s clean up!
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